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Interview

自
分
た
ち
の
力
が
ふ
る
さ
と
の

自
然
と
に
ぎ
わ
い
を
守
り
ま
す
。

村
田　

勝

ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

む
ら　

 

た　
　
　

   

ま
さ
る

蛍
で
ま
ち
が
明
る
く
な
り
ま
し
た

子
ど
も
の
環
境
学
習
が
地
域
を
ま
き
こ
み
「
中
津
良
川
ほ
た
る
ま
つ
り
」
に
発
展
。
ま
つ
り
で
地
域
が
繋
が
り
ま
し
た
。

　

初
夏
に
な
る
と
蛍
が
飛
び
交
う
中
津
良

川
の
掃
除
を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
村

田
勝
さ
ん
で
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
上
中
津
良
町
、
平
成

16
年
か
ら
平
成
17
年
に
区
長
を
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
地
域
で
は
、
子
ど
も
の

環
境
学
習
の
手
伝
い
か
ら
中
津
良
川
の
清

掃
活
動
に
取
り
組
み
、
中
津
良
川
ほ
た
る

保
存
会
が
で
き
ま
し
た
。
区
長
と
し
て
役

員
に
な
り
、
初
代
会
長
の
指
導
を
受
け
活

動
し
て
い
る
う
ち
に
、
２
代
目
の
会
長
を

ま
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
活
動
で
中
津
良
川
や
河
口

の
干
潟
が
き
れ
い
に
な
っ
て
蛍
が
増
え
、

遠
方
か
ら
訪
れ
た
人
が
感
動
し
て
い
る
様

子
を
見
て
い
る
と
知
ら
ぬ
間
に
活
動
に
力

が
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
の

同
様
の
活
動
を
し
て
い
る
人
々
と
の
交
流

も
活
動
を
支
え
る
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
手
や
資
金
の
確
保
、
駐
車
場
不
足
な

ど
問
題
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
掃
除
や
ま
つ

り
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
一
体

と
な
っ
て
中
津
良
川
の
美
し
さ
と
地
域
の

集
ま
る
場
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

満
足
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て
や
っ

て
く
れ
る
せ
ん
で
き
る
と
よ
」と
人
懐
っ

こ
い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　中津良川ほたる保
存会会長。主任児童
委員、納税推進員。
　趣味は、俳句と詩
吟で楽しい席が大好
き。酒の席では踊っ
たりすることも・・・。

生涯学習実践人
村田　勝さん
◎上中津良町（60）

　前津吉町にある長泉寺の開基は永享2（1430）年とされています。同寺の境内
にある砂岩製石造五重塔は、鯨や魚類の鎮魂と檀徒の回向のため、檀家の寄付
金により元文4（1739）年に長泉寺8代住職海純により建立されたものです。
　前津吉町は、江戸時代には津吉浦と呼ばれ、当時は春に北上する鯨を取る春
浦の漁場として利用されました。古い文献には、元禄5（1692）年には小値賀島
の小田組が津吉浦の漁場まで南下し突取捕鯨を行ったことや、宝永7（1707）年
には平戸松浦家当主が、その繁盛ぶりを聞き納屋場を訪れたことが記録されて
います。その後、18世紀後期には生月島の益冨組、呼子の中尾組や生島組、壱
岐の土肥組が入漁し、網掛突取捕鯨による操業を行っています。しかし19世紀
以降には、幕末の不漁期にあたる嘉永年間に益冨組が短期間利用したほか、利
用されなくなりました。鯨供養塔は、
平戸市内で５基が確認されていますが、
５ｍを超える大きさのものは全国的に
も例がありません。前津吉と捕鯨の歴
史的関係や、当時の人々の鯨に対する
意識を示す民俗的資料であるのと同時
に、18世紀の平戸地方を代表する石造
物としても貴重なものです。

　江戸時代に隆盛を極めた捕鯨業も、幕末頃から回遊する鯨の減少などにより
低迷期を迎えます。この時期、従来の網掛突取捕鯨にかかっていた人件費など
の経費を減らすため、外国から導入されたのが、爆発する弾体（火矢)を銃で打
ち込む銃殺捕鯨です。平戸瀬戸では、明治15（1882）年から昭和22（1947）年
頃まで銃殺捕鯨の操業が行われていますが、山見による鯨の捜索や、鼻切（鯨の
鼻付近に包丁で穴を開け、縄を通して鯨体を確保する）など、従来からの方法も
用いられました。
　指定物件の捕鯨銃
は総鉄製で、タイプ
はアメリカ製のブラ
ンド式捕鯨銃（口径
28mm）に該当しま
す。

平
戸
瀬
戸
の
捕
鯨
文
化

51

県
指
定
有
形
文
化
財

■名　称　長泉寺の鯨供養石造五重塔

■種　別　県指定有形文化財

■指定年月日　昭和59年9月18日

■所有者　長泉寺

■所在地　平戸市前津吉町1274

■名　称　捕鯨銃（附・火矢・

　　　　　火矢抜き・早盒）一式

■種　別　県指定有形文化財

■指定年月日　昭和43年4月23日

■所有者　松浦史料博物館

■所在地　平戸市鏡川町12
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

　

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
業
委
員
会
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
５
４

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

　

の
運
用
状
況
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
３

　

全
国
統
一
防
火
と
危
険
物
安
全
週

　

間
推
進
の
標
語
に
つ
い
て　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
３
７

　

平
戸
和
蘭
商
館
復
元
工
事
過
程

　

パ
ネ
ル
展
の
開
催
に
つ
い
て

　　
　
　

問
文
化
遺
産
課
和
蘭
商
館
復
元
推
進
班

　　
　
　
　

☎
内
線
２
６
３
７

　

市
営
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
を

　

開
始
し
ま
す

　　
　
　
　
　

問
観
光
物
産
振
興
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
2
2
7
2

　

平
成
22
年
４
月
以
降
に
お
け
る　

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
つ
い
て　

　　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
３

　

長
崎
県
市
町
合
同
公
売
会
in
平
戸

　

を
開
催
し
ま
す　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
滞
納
整
理
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
５

　

あ
な
た
の
調
査
票
か
ら

　

平
戸
の
未
来
が
見
え
て
き
ま
す
! 

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
情
報
統
計
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
７

　

６
月
は「
環
境
月
間
」で
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
７

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
０
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全
国
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
電
気
を
午
後
８
時
か
ら

10
時
ま
で
の
２
時
間
程
度
消
す
取
り
組
み
で
す
。

　

夜
空
を
眺
め
た
り
、
電
気
を
使
わ
ず
ロ
ウ
ソ

ク
の
灯
り
だ
け
で
過
ご
し
た
り
し
て
、
普
段
気

付
か
な
い
電
気
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
し
て
、
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。　

　

平
成
21
年
度
の「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」で
は
、

全
被
保
険
者
に
す
べ
て
の
年
金
記
録
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
以
降
は
節

目
年
齢（
35
歳
、
45
歳
、
58
歳
）以
外
の
人
に
、

直
近
の
一
年
間
の
年
金
記
録
な
ど
を
通
知
し
ま

す
。

○
お
問
い
合
せ
先

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

℡
０
９
５
６-

87-

１
５
５
６
」

○
と　

き　

６
月
27
日（
日
）午
前
９
時
開
場

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

　

※

軽
自
動
車
や
液
晶
テ
レ
ビ
、
貴
金
属
な
ど

　
　

約
２
４
０
点
を
出
品
予
定
。

　

※

会
場
周
辺
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

　

古
江
町
の
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
予
約
を

開
始
し
ま
す
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
た
っ

ぷ
り
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
夏
休
み
の
思
い
出
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
予
約
開
始　

６
月
１
日（
火
）

※

平
日（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）の

　

み
の
受
付
で
す
。

※

開
設
後
は
半
元
キ
ャ
ン
プ
場（
℡
24-

２
８
４

　

２
）に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
場
料　

大
人
２
１
０
円
、
小
人
１
０
０
円

○
主
な
使
用
料

　

バ
ン
ガ
ロ
ー（
６
人
用
）６
，
３
０
０
円
、

　

テ
ン
ト（
８
人
用
）１
，
５
７
０
円
、

　

サ
イ
ト
料
５
２
０
円

○
開
設
期
間　

７
月
10
日（
土
）〜
８
月
31
日

　
（
火
）

○
そ
の
他　

鍋
や
飯
ご
う
な
ど
の
備
品
の
貸
し

　

出
し
を
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
を
消
し
て
、
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？

　

６
月
の
１
カ
月
間
は
、「
環
境
月
間
」で
す
。

　

６
月
21
日（
月
）の
夏
至
と
７
月
７
日（
水
）

の
七
夕
の
日
に
は
、
CO
２
削
減　

ラ
イ
ト
ダ
ウ

　
　

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
の

　
　

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
合
同
公
売
会
の
予
定

　

○
と　

き　

７
月
10
日（
土
）

　

○
と
こ
ろ　

波
佐
見
町
体
育
セ
ン
タ
ー（
東

　
　

彼
杵
郡
波
佐
見
町
折
敷
瀬
郷
）

　

※

公
売
会
の
日
時
、
場
所
は
変
更
に
な
る
場

　
　

合
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
を
基
準
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
平

成
22
年
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査

は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
お
よ
び
世

帯
を
対
象
と
し
て
行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で
、

大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
で
19
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
わ
が
国
が
本
格
的
な
人
口

減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の
国
勢
調

査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ
れ

る
ほ
か
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

今
回
の
国
勢
調
査
よ
り
、
従
来
か
ら
行
っ
て

い
た
調
査
票
の
調
査
員
回
収
方
式
に
加
え
、
郵

送
提
出
方
式
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
、
ご
自

宅
へ
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　

平
戸
市
で
は
、
公
正
で
透
明
な
市
政
を
実
現

す
る
た
め
、「
情
報
公
開
条
例
」を
施
行
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に「
個
人
情
報
保
護
条
例
」を
施

行
し
、
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

両
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
の

運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

○
情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況

　
　

全
部
で
23
件
の
公
開
請
求
が
な
さ
れ
ま
し

　

た
。
内
訳
と
し
て
、
全
部
公
開
が
13
件
、
部

　

分
公
開
が
３
件
、
文
書
不
存
在
が
２
件
、
非

　

公
開
が
５
件
で
し
た
。

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　
　

１
件
の
開
示
請
求
が
な
さ
れ
、
全
部
開
示

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
指
定
史
跡「
平
戸
和
蘭
商
館
跡
」に
て
、

１
６
３
９
年
築
造
倉
庫
の
復
元
工
事
が
、
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
秋
の
開
館
を
前
に
、
工
事
の
様
子

を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

６
月
は
、
次
の
２
カ
所
で
実
施
し
ま
す
が
、

順
次
市
内
を
回
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

○
平
戸
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

６
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）

○
平
戸
市
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

６
月
10
日（
木
）〜
16
日（
水
）

『
国
が
支
え
る
大
き
な
安
心「
農
業
者
年
金
」で

豊
か
な
老
後
を
！
』

　
　

農
業
者
の
み
な
さ
ん
、
老
後
を
安
心
し
て

　

過
ご
す
た
め
に
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま

　

せ
ん
か
。

○
対
象
者　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

　

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

　

の
人

○
保
険
料　

月
額
２
０
，
０
０
０
円
〜
６
７
，

　

０
０
０
円

　
　

※

千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

※

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

　
　
　

ま
す
。

　
　

※

認
定
農
業
者
な
ど
に
は
、
保
険
料
の
助

　
　
　

成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
年
金
相
談　

　

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や

　

説
明
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
旬
の
情
報
で
農
業
経
営
を
支
援
す
る「
全
国
農

業
新
聞
」を
読
み
ま
せ
ん
か
』

　
　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
農
業
会
議
所
が

　

発
行
す
る
、
週
刊
の
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　
　

先
進
的
な
農
業
経
営
者
の
取
り
組
み
事
例

　

や
営
農
技
術
、
流
通
な
ど
の
旬
の
情
報
、
食

　

と
農
、
健
康
や
生
活
に
役
立
つ
身
近
な
話
題

　

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
の
参
考
に

　

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
申
込
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

○
購
読
料
額　

月
額
６
０
０
円（
月
４
回
発
行
）

○
平
成
22
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
『
消
し
た
か
な　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉
』

　
　

消
防
庁
で
は
、
広
く
防
火
意
識
を
高
め
る

　

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
全
国
か
ら
標
語
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
は
、
５
５
，
３
９
０
点
に
の
ぼ
る

　

応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成
22
年
度
の
標

　

語
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
『
危
険
物　

事
故
は
瞬
間　

無
事
故
は
習
慣
』

　
　

毎
年
６
月
の
第
２
週
を「
危
険
物
安
全
週

　

間
」(

平
成
22
年
度
は
６
月
６
日(

日)

か
ら
６

　

月
12
日（
土
）ま
で
の
７
日
間)

と
し
て
い
ま

　

す
。
こ
の
安
全
週
間
で
は
、
石
油
類
な
ど
危

　

険
物
を
取
り
扱
う
関
係
事
業
所
を
始
め
、
広

　

く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
、
危
険
物
を
取
り
扱

　

う
と
き
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
安
全
を

　

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
全
国
か
ら
標
語
を
募
集
し
、
９
，

　

５
４
６
点
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
平
成
22
年

　

度
の
標
語
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
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